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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

第
１
回　

９
月
３
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時　

内
容
【
初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
、
在
宅
】

第
２
回　

９
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

内
容
【
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
手
術
】

第
３
回　

９
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時　

内
容
【
歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
６
年
４
月
版
）』
を

テ
キ
ス
ト
と
し
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い

社
保
講
習
会

日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
永
和
氏
（
生
野
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
―

経
験
し
た
１
０
０
０
症
例
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

加
藤
武
彦
氏
（
横
浜
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
の
実
際
〜
顎
堤
の
痩
せ

た
高
齢
者
に
安
定
し
た
義
歯
を
〜

８
月
度
生
涯
研
修

日
時　

８
月
27
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
「
研
修
室
」（
Ｊ

Ｒ
高
槻
駅
・
阪
急
高
槻
市
駅
徒
歩
８
分
）

講
師　

 

伊
藤
中
氏
（
茨
木
市
開
業
、
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床

准
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

臨
床
に
活
か
す
カ
リ
オ
ロ
ジ
ー

三
島
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

 

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
会
議
室
（
河
内
長
野
駅
前
・
ノ
バ

テ
ィ
な
が
の
南
館
３
階
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

30
人

内
容　

４
月
改
定
後
の
疑
義
解
釈
等
を
中
心
に
解
説
し
ま
す

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
６
年
４
月
版
）』
を

テ
キ
ス
ト
と
し
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い

社
保
講
習
会

南
河
内
地
区

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
枚
方
市

【
最
寄
駅
】
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市

線
「
長
尾
」
駅

【
条
件
等
】
30
坪

【
金
額
】
応
相
談

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
３
台
、

パ
ノ
ラ
マ
１
台
、
デ
ン
タ
ル

１
台
、
ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー
１

台
、
歯
科
矯
正
の
道
具
一

式
、
駐
車
場
あ
り

【
連
絡
先
】
協
会
事
務
局

（
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３

１
）

285

和
泉
を
守
護
し
た
大
阪
の
名
城

岸
和
田
城

岸
和
田
城

　

岸
和
田
城
を
訪
れ
る
に
あ

た
り
、
初
め
て
岸
和
田
に
足

を
踏
み
入
れ
た
。
か
の
有
名

な
〝
だ
ん
じ
り
祭
り
〞
か
ら

想
像
し
て
い
た
荒
々
し
い
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
い
、
非
常
に

落
ち
着
い
た
街
並
み
に
驚
か

さ
れ
た
。
城
ま
で
の
道
は
広

く
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、

所
々
で
見
ら
れ
る
旧
跡
が
私

を
迎
え
て
く
れ
た
。

　

岸
和
田
城
は
16
世
紀
半

ば
、
こ
の
地
を
治
め
て
い
た

松
浦
氏
が
居
城
と
し
た
。
１

５
８
３
年
羽
柴
秀
吉
が
根
来

た
。
岡
部
家
は
13
代
続
き
明

治
維
新
を
迎
え
た
。
岸
和
田

城
は
江
戸
時
代
に
は
岸
和
田

藩
の
藩
庁
が
置
か
れ
、
本
丸

と
二
の
丸
が
連
な
り
、
そ
の

形
が
織
機
の
縦
糸
を
巻
く
チ

キ
リ
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
千
亀
利
城
と
呼
ば
れ

た
。当
時
、天
守
閣
は
５
層
だ

っ
た
が
、
１
８
２
７
年
は
落

雷
に
依
り
焼
失
し
、
明
治
維

新
の
際
に
取
り
壊
さ
れ
た
。

　

１
９
４
３
年
に
岸
和
田
城

跡
が
大
阪
府
の
遺
跡
に
指
定

・
雑
賀
の
制
圧
の
為
に
、
こ

の
城
を
使
っ
た
。
そ
の
後
の

城
主
小
出
秀
政
が
城
下
町
の

整
備
に
あ
た
り
、
江
戸
時
代

に
松
平
氏
を
経
て
１
６
４
０

年
に
岡
部
宜
勝
が
入
城
し

中
国
三
国
志
の
英
雄
と
し
て

名
高
い
、
諸
葛
孔
明
の
「
八

陣
法
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作

ら
れ
て
い
る
。

　

復
興
さ
れ
た
現
在
の
天
守

閣
は
３
層
で
、
１
・
２
階
に

さ
れ
、
復
興
へ
の
動
き
が
起

こ
っ
た
。
53
年
に
八
陣
の
庭

が
森
重
三
玲
に
よ
り
作
庭
さ

れ
、
54
年
に
は
天
守
閣
、
69

年
に
城
門
と
櫓
で
完
了
し
、

現
在
の
岸
和
田
城
が
再
建
さ

れ
た
。
八
陣
の
庭
は
、
国
定

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

展
示
館
が
あ
る
。
１
階
に
は

岸
和
田
藩
と
岡
部
家
の
展
示

資
料
、
２
階
は
企
画
展
示
が

行
わ
れ
期
間
毎
に
開
催
内
容

が
変
わ
る
。
今
回
は
「
収
蔵

資
料
展
―
古
書
蹟
・
軸
一
」

で
、
岸
和
田
藩
主
岡
部
家
の

書
状
や
、
郷
土
ゆ
か
り
の
画

人
作
品
を
展
示
し
て
い
た
。

　

藩
主
の
岡
部
家
は
駿
河
国

の
岡
部
郷
で
現
在
の
静
岡
県

志
太
岡
部
町
を
本
拠
地
と
し

た
武
士
だ
。
鎌
倉
時
代
に
は

幕
府
に
使
え
る
御
家
人
だ
っ

た
が
、
今
川
家
の
家
臣
か
ら

武
田
家
に
、
武
田
家
滅
亡
後

徳
川
家
康
の
家
臣
に
な
っ

た
。
そ
し
て
下
総
国
山
崎
・

丹
波
国
亀
山
・
福
知
山
・
美

濃
国
大
垣
城
主
を
歴
任
し
、

諸
代
大
名
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し
た
。
岡
部
宜
勝
は
１

６
４
０
年
岸
和
田
藩
主
と
な

り
、
以
後
１
８
７
１
年
の
廃

藩
置
県
に
依
っ
て
東
京
移
住

す
る
ま
で
、
13
代
約
２
３
０

年
の
間
藩
主
と
し
て
岸
和
田

を
治
め
た
。

　

今
日
の
岸
和
田
は
城
郭
や

城
下
町
の
古
い
町
並
み
、
大

正
初
期
の
紡
績
で
栄
え
た
面

影
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
見
受
け

ら
れ
る
。
ま
た
〝
だ
ん
じ
り

祭
り
〞
が
毎
年
行
わ
れ
多
く

の
観
光
客
を
呼
ぶ
、
大
阪
で

も
特
異
の
存
在
を
示
し
て
い

る
街
だ
。
一
度
、
貴
重
な
時

間
を
割
い
て
で
も
、
訪
れ
て

貰
い
た
い
。

 

（
新
聞
部
・
伊
津
進
弘
）

勇壮にそびえる岸和田城＝６月、岸和田市内

（
月
）
午
前
10
時
〜
吹
田
市

▽
８
月
23
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
泉
佐
野
市
▽
８
月
31
日

（
水
）
午
後
２
時
〜
羽
曳
野

市
▽
９
月
５
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
豊
中
市
▽
９
月
７
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
東
大
阪

市
▽
９
月
９
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
大
東
市
▽
９
月
12
日

（
月
）
午
後
２
時
半
〜
四
條

畷
市
▽
９
月
15
日（
木
）午
前

10
時
〜
忠
岡
町
▽
９
月
15
日

（
木
）午
後
２
時
〜
岸
和
田
市

▽
９
月
16
日（
金
）午
後
２
時

〜
豊
能
町
▽
９
月
20
日（
火
）

午
後
２
時
〜
阪
南
市
▽
９
月

21
日（
水
）午
後
２
時
〜
千
早

赤
阪
村
▽
９
月
23
日（
金
）午

前
10
時
〜
藤
井
寺
市
▽
９
月

７
３
１
）
ま
で◇

日
程
確
定
の
自
治
体

▽
８
月
２
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
高
槻
市
▽
８
月
３
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
泉
大
津

市
▽
８
月
３
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
泉
南
市
▽
８
月
４
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
堺
市
▽

８
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
富
田
林
市
▽
８
月
10
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
岬
町
▽

８
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
交
野
市
▽
８
月
12
日

（
金
）
午
後
２
時
〜
く
す
の

き
広
域
連
合
▽
８
月
17
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
熊
取
町

▽
８
月
18
日
（
木
）
午
後
２

時
〜
和
泉
市
▽
８
月
22
日

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
（
社
保
協
）
が
毎
年
取
り

組
ん
で
い
る
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
が
８
月
２
日
、
高
槻
市

を
皮
切
り
に
始
ま
る
。

　

今
年
は
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
、国
保
、健
診
、
介
護
保

険
、
生
活
保
護
等
５
分
野
26

項
目
を
掲
げ
、福
祉
・
市
民
施

策
の
改
善
な
ど
を
求
め
る
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
予
定
は
次

の
通
り
（
７
月
15
日
時

点
）。
協
会
は
、
歯
科
医
療

現
場
の
声
を
行
政
に
届
け
る

場
と
し
て
、
会
員
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
は
協
会
事

務
局
（
06
―
６
５
６
８
―
７

あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
嚥
下

時
に
内
側
の
舌
筋
、
外
側
の

咬
筋
・
口
輪
筋
は
筋
圧
が
平

等
に
天
然
歯
に
接
し
て
い
る

こ
と
を
原
理
と
し
、
義
歯
製

作
の
根
本
理
念
は
、
天
然
歯

の
在
っ
た
と
き
の
骨
形
態
・

人
工
歯
排
列
位
置
・
咬
合
高

径
な
ど
を
決
め
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
行

え
ば
、
本
演
題
の
よ
う
に

「
顎
堤
の
痩
せ
た
高
齢
者
に

安
定
し
た
義
歯
」
が
で
き

る
。

　

講
演
で
は
、
な
ぜ
私
が
こ

の
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義

歯
に
方
向
転
換
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
か
、
そ
し
て
、
こ

の
方
法
で
な
け
れ
ば
、
90

歳
・
１
０
０
歳
高
齢
者
の
義

歯
は
、
満
足
い
く
結
果
が
出

な
い
と
、
診
療
室
や
往
診
で

行
っ
て
き
た
症
例
を
ス
ラ
イ

ド
や
動
画
を
使
っ
て
お
話
し

た
い
と
お
も
う
。

平
ら
、
上
顎
は
フ
ラ
ビ
ー
、

お
ま
け
に
下
顎
に
対
し
て
上

顎
の
ア
ー
チ
が
小
さ
い
。
こ

の
よ
う
な
条
件
で
、
大
学
教

育
で
行
わ
れ
て
い
る
歯
槽
頂

間
線
法
則
で
作
れ
ば
、
舌
房

の
狭
い
義
歯
し
か
で
き
ず
作

っ
て
も
ら
え
な
い
の
が
現
状

だ
。
医
療
や
介
護
関
係
者
か

ら
「
義
歯
を
作
っ
て
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
依
頼
が
多
く
あ
る

が
、
そ
れ
に
十
分
応
え
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
は
な

い
か
。

　

そ
こ
で
義
歯
製
作
法
の

「
発
想
の
転
換
」
を
し
、
顎

堤
粘
膜
の
み
に
維
持
・
安
定

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
舌

筋
や
咬
筋
・
口
輪
筋
な
ど
、

周
囲
組
織
を
も
維
持
・
安
定

の
味
方
に
す
る
「
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
ゾ
ー
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

よ
る
〜
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー

ス
義
歯
〜
」
が
そ
の
方
法
で

　

今
、
こ
の
テ
ー
マ
を
、
歯

科
界
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
。
超
高
齢
者
の
顎
堤

は
吸
収
が
強
く
下
顎
は
ま
っ

26
日（
月
）午
後
２
時
〜
柏
原

市
▽
９
月
29
日（
木
）午
前
10

時
〜
箕
面
市
▽
10
月
３
日

（
月
）午
後
２
時
〜
高
石
市

※
そ
の
他
自
治
体
の
日
程
は

調
整
中

社保協

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
始
ま
る

福
祉
充
実
を
求
め 

府
内
自
治
体
へ
要
望

８ 

月 

度 

生 

涯

研
修
講
座
抄
録

デンチャースペース義歯の実際
～顎堤の痩せた高齢者に安定した義歯を～

加藤 武彦（横浜市開業）


